
長野県伊那市
二つのアルプスに抱かれた自然共生都市
人と歴史と文化を育む活力と交流の美しいまち

「少子化・人口減少社会に対応した活力ある学校教育推進事業」の取り組みから

長野県伊那市教育委員会 学校教育課
主 査 竹 松 政 志



教育理念

「はじめに子どもありき」



伊那市が大切にしている教育活動



伊那市が大切にしている教育活動



教育上の諸課題
市内には児童・生徒数が１００人に満たない小規模校が５校あり、少人数

であることを活かした教育活動を行っていますが、少子化・人口減少が中長
期的に継続することが見込まれること等を背景として、学校の小規模化に伴
う教育上の諸課題がこれまで以上に顕在化されることが懸念されています。
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伊那西小学校（６８名）
新山小学校（３０名）

高遠北小学校（５３名）

長谷小学校（７４名）
長谷中学校（３４名）

小規模校・児童生徒数推移

学 校 数 中学校 ６校
小学校１５校

児童生徒数 ５，６４２名



文部科学省委託事業
「少子化・人口減少社会に対応した活力ある学校教育推進事業」

伊那市の学校は古くから地域コミュニティ核として重要な役割を果たしてき
ました。そのような背景から、学校がなくなることは地域の衰退につながると
考え、存続を前提に文部科学省の「少子化・人口減少社会に対応した活力ある
学校教育推進事業」の公募に応募し採択されました。

研究タイトル

「小規模校におけるデジタル教材の開発・活用と
学校間ネットワークの構築による教育活動の高度化」

研究課題及び具体的目標の設定
（１）小規模校のメリットを最大化させる方策

ア 少人数であることを最大限に生かした教育活動に関する研究
・デジタル教材の活用などによる個に応じたきめ細やかな学習指導等

（２）小規模校のデメリットを最小化させる方策
ア 学校間ネットワークの構築
・アクティブ・ラーニングを通じた多様な意見に触れる機会の確保等

研究期間
平成２７年度 ～ 平成２９年度（３年間）

外部有識者
東京工業大学名誉教授 清水 康敬 氏（当時）
宇都宮大学教授 久保田善彦 氏



学校間ネットワークの構築

小規模校のデメリット
「多様な意見に触れる機会を創出するために」

事例１ 中一ギャップの解消

新山小学校児童



保護者の声
・卒業後、同年の知人がいない中学校へ通わせるのが不安

新山小学校６年 児童数１名

新山小学校が抱える課題

同じ中学校へ進学

先生の声
・学校生活の中で同学年の子の考えや意見に触れる機会がない

伊那東小学校６年 児童数９３名

伊那北小学校６年 児童数７４名

美篶小学校６年 児童数７０名

手良小学校６年 児童数２６名



学校間ネットワークの構築

遠隔合同授業の実践

実交流授業の実施

一体感の向上

多様な意見に触れる機会の創出

＋

学校の枠を超えクラス（27名）がひとつになった
＝

テレビ会議ツール
授業支援ツールを活用

新山小学校６年 児童数１名 手良小学校６年 児童数２６名



保護者の声
・今回の取り組みを通じ娘に沢山の友達ができました。
正月には年賀状も届き大変喜んでいました。

・これで安心して中学校へ送り出すことができます。

先生の声
・学校生活の中で今までは決して体験できなかった中大規
模校では日常的なこと、例えば多様な意見に触れ、友達と
議論するなどの体験を通じ学習が深まった。また、クラス
の中での自分の居場所を知ることで大きな成長にもつなが
りました。



事例２ 非同期型遠隔交流の実践

長谷小学校・高遠北小学校

学校間ネットワークの構築

小規模校のデメリット
「多様な意見に触れる機会を創出するために」



専用掲示板を介した双方向コミュニケーション（非同期型遠隔交流）の実施

ホームページ

専用掲示板（イントラ内）

作品の写真等を投稿し合う

意見やコメントを投稿し合う

高遠北小学校 長谷小学校

遠隔合同授業（同期型）で交流してきた両校が感じていた課題

・授業実施にあたり時間のすり合わせや事前準備等が必要
・手軽に多様な意見に触れられる機会を創る方法はないか



描いた「ひょうたんを持った絵」を投稿

掲示板を使ったやりとりの事例から

ひょうたんは、下の色が青っぽいんだね。

ちゃんと影みたいにやりました。観てくれて
ありがとう。

すごく大きなひょうたんをもっているところ
がいいですね。色もいいですね。もっている
手もいいですね。

大きいひょうたんを書くのが苦労して、色
も、薄い色で塗りました。気づいてくれてう
れしいです。

ひょうたんが赤ちゃんみたいだね。いいね。

ひょうたんを丸くして赤ちゃんみたいにしま
した。ありがとう。

長谷小学校 高遠北小学校

http://172.19.254.11/bb1/?attachment_id=418


子どもたちの感想から

＜高遠北小学校児童の感想＞
・長谷小の4年生に、自分の絵の良さや工夫したことをいろんな言葉をつかって表現すること
ができた。

・長谷小のみんなの作品を見てコメントを打ったり自分が作ったものの見てもらいたいこと
やおもしろくなったところを見つけてコメントするのがおもしろかったです。

・長谷小のみんなもいっぱい伝えてくれているので自分たちの作ったものを伝えられてよ
かった。パソコンで文字を打つのがとても楽しかった。

＜長谷小学校児童の感想＞
・高遠北小の人がかいた絵を見て、ここがいい!!とか思いながらコメントを全員に書けたので
よかったです。それと、いいと思った言葉をつかえたのでよかったです。

・高遠北小の4年生と、アイパットでコメントを打ったりしてちょっとした交流ができてよ
かったし、高遠北小の4年生がほめてくれたことに対して、わかりやすいように工夫したこ
となど、たくさんのコメントをかけたのでよかったです。

・また、交流ができたらいいなと思いました。

・ほかの人はどう思っているのかなどが知れてよかった。アイパッドで文字をうつのも楽し
かった。またやりたい。

・自分でかいた絵に高遠北小の4年生がコメントなどをかいてくれたのでうれしかったです。



取組から見えたもの

実交流

同期型遠隔
合同授業
（交流）

非同期型遠
隔交流

情報通信技術を使うことで遠隔合同授業等を行うことはできる。しかし、
それだけでは学校間ネットワーク構築にならない、両学校の生徒同士が一体
感をもって授業に臨める仕組みが大切であった。今回は活動の中に実交流を
加えることでより一体感が向上した。学校間ネットワークが円滑に機能する
と、単に多様な意見に触れる機会の創出に留まらず。情報リテラシーやコ
ミュニケーション能力の向上にもつながる活動場面の創出にもつながった。

学校間ネットワーク
多様な意見に触れる機会

コミュニケーション能力
情報リテラシー の向上







ご清聴ありがとうございました。


